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天維蛾閣士江戸幾代申達の莱並製

京大講師　渡蓬敏炎

　“天経或問”は，支那の明末清初の瞳子六の著はした．ものである．紅中の溝子

六は，その學を，西域の人熊襲網（Sabathin　de　Ursis）カ・ら受けし事は，天経

或問喧嘩城の人方以智密之の撰中に明である．‘‘天理”とは，この書に論ずる廣

確實にして，天と不違，千載不易の義とすべきを以て，かく名づける．叉“或

問”とは，輿入の問を設けて，之に答へるといふ形式をとって記述して居るか

らである．勿論，自問自答である．天経或問の記蓮する虚は，支那古代よりの

中華の天工家の論，及び西洋天文學の知識に基いた，當時に回る天文學一般及

び地理，心象，．品等に關蓮せる事象等である．

　天経出直が我が國に移入されたのは何時頃であったらうか？　三浦梅園の

“瞬山録”の中から，少し長V・が，参考のため，館内あるとごろを輔謁すると：

　　國家耶蘇ノ三二懲リテ，舌人トイヘドモ猶西洋ノ書テ讃ムコトヲ’許サズ。況ンや其ノ

　　佗チヤ，故二西洋ノ學ノ書一切二之テ禁ズ。其ノ禁目

　　　天主　耶蘇　西洋　欧邊巴　利驕寳　利太西　利山入　陽嘱若　湯若望　游藝字子六

　　　景敏舞學夷　西學

　　書二三十四種ノ禁書アリ。

　　天學書函　天愚説　天聴實記　天主糖漏　鉢開　誰人　十戒　西滴々　交友論．

　　辮學遺喧　七克　幾何原本　彌撒駆動　泰西水法　代疑窟　表度説　三山論紅軍

　　三山學記　敏要解略　唐ハ丞碑附　乾繭百言　二十五言　職方外記　鋸言餐句

　　　同丈算指　況義　　山容較義　　渾益通憲旧説　　勾股蓑　　測量法義　　萬物直原

　　簡ZISsK記　醗ZF儀記　溜i罪正記

　　其外，語下目ニワタル書ノ・悉ク焚塗ス。是チ査スノレ役ハ，聖堂預リノ向井氏，正徳i寺

　　ノ和尚，雨人ナリ。右ノ外，焚塗二二プ者

　　天経或問後集　勢子六物

　　貞享四年丁卯，（1687年）　廿二番船，塗抹。

　　コレ禁目ノ外，西學二燭ルルコトアルナリ。．其ノ内嫌贈二丁士一過二両士暮＿ノ詩・一首、

　　テ出スモ，共ノ集コレが爲二酸スレバ，國禁ノ嚴ナルコト知ルベシ。二聖堂二詣シ，

　　向井氏一遇ツテコノ事テ問フニ，此ノ禁モ亦古今アヴ。躍初耶蘇一働ノ後，深グ姓ヅ

　給ヒテ，一言天立二及ブモ忌ミ給ヘリ。サレドモ西洋ノ學ノ・天丈地理二深ク蓮ズレ

　バ，共ノ書國禁ナノレ時・・，天文卿膏ノ塩竃ク事タィレ＝因ツテ，享保二年（1717年）官
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ
　　命アリテ其禁ゴルプ，日ク町ト名目トハ冤ズ，唯其ノ敏チ読クノ書ノミ之テ溢ズト云

　　フ。コレニヨツテ西騒腋世二出デ，禁書ノ内；天文略交友論幾何原本，泰西水

　法，職方外記，同丈算指，囲容較義，裡蓋通憲圖説，測量法義等皆世二行ハル。幽明

　　暦算全書等官禁ニアラ丸西入ノ名目テ出セル詩集世二行フコトテ得ザル時ト大イニ
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　　異ナリ。國家ノ二者二賜スル事大ナリ◎コレヨリ世ノ二者上々西書チ讃ム事ラ知ツ

　　テ，開臓ノ翻書等頻々トシテ出ヅ。

　以上に依って寛永の禁書の内容を詳しく知ることが出來，且つ享保の禁書令

の緩和後，天文地理二等が多く心乱されるやうになった二二をも知る事が出島

る．この中に二子六，天工或問の名も含まれて居るのである示，享保以前に已

に三二或問が我が國に移入されて，回る人々には讃まれて居た事は次の町回か

らでも明である．帥ち保井春海の“貞享暦”巻一に

　　　「………天経二間亦全戸丙四方者也………」

とあり，叉，‘’天文愛統”，“埋門録”，“新二面令”等の中にも三三或問が度々引

用されて居る．新井白石が正徳年中に書いた彼の著“西洋紀聞”にも天上或問

を引用して居る，白石や春海は，役人の事とて，宮府に藏せられたる書を見る

事が出門たのかも知れないが，然し，正徳二年版行の寺島良安の薯書，日本で

最初の百科僻典と云ってもよい“和漢三才圖會”の下部に，天経或問の記事が

引用されて居る事を見れば，彊ち役人ばかりが見たのではなからう．

　西川二見の著述を見れば分るやうに，已に如見も早くから天経或問から彼の

天文學を學んだ事が知られるし，或は，叉，我が國最初の弓丈學に關する刊本

として知られて居る井口常範の“天丈圖解”五雀の中にも，利焉簑等が始めて

支那へ輸入した日天，日天，九重天，宗動天等の記載がある虚より察しても，

寛永以後禁書となったものが用ぴられて居た事が推察される．なほ，元三十五

年（1702年）に残した儒者中村湯齋の著作“天：文考要”（五巻）を引用しておこ

う．その第一春に下の文がある：

　　長崎置所，毎歳三下商船所載來圖書，若有渉妖法者，三三港不入，往歳洛

　　二丁南部草壽在崎二三其役，天経始來，以其繋回書許留，途行四方，草壽

　　還洛，示二三於余，余得而看之，峯丁々窺測架造之論，而不二理工之自然

　　趣，然其渉歴之廣，測験之精，有田未所未見、所來者，則難三二験之，姑

　　采ユ彦1：ニヨニ止ヒ編，　備他日之芝塁壽覧．

　以上述べた事から，享保の禁書令解禁前に，巳に…部天文書等は移入されて

居た事が推察出來るのである。

　さて支那より二丁せる二二或問には二種類あったやうである．前記天経或問

後集とある虞から推せば，前後二二あるわけである．今，入江脩の“天経或問註

解St．凡例によると

　　天経或門蕾本有ニー刊予往歳所見者其序六篇與倭刊本同而古今天學家名

　　歎三倍之且圖巻初回門経或間首巻六字圖象字三三有往々不同者近三三覧

　　郡上侯藏本予下刻三三考訂三三彼本閾張昌亮首序且無圖初題六下而古今

　　天爵家名籔全同倭本因無量之則倭本臨地鶴本大同小異而出入二刊其適從
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　　敦本與予未審鍛金．

更に，入江將の“天経或間圖雀霜解”に云ふ：

　　予嘗テ崎陽二客遊シテ築：書官籔入団聞ケリ，牲歳華舶天経或問後編三珊チ貢献シ
　　　　　　　　　　　シヨモヅヰンこヤク
　　テ官庫二牧ル，副書自目嬢子六ノ述作ニシテ，委ク前編ノ紙謬チ改正ス，爾來復渡リ來

　　ラス。故二世間無熱ト，韓藍ヨリ選書テ不見Q然ルニ今予力雌黄スル所ト強勢キ養ア

　　ランカ，他日著叉渡り亙り，予や幸二天ノ再転二葱テ，其書テ見ルコトテ得ハ，素願

　　實二足ン。後滴亦幸二其書ヲ’見ルコト9得テ，予荷モ是チ非トスルノ過テ訂サバ，是

　　叉焼ナラン。

　之等の記事によって，二種類あった事は分るが，西川正忌の訓黙を施した天

経或問と，この記述とも少し違ふのであって，この瓢は未だ私の疑問とする虚

である．

　我が國に於て西洋天文學の入った最初の地は長崎であ畑田に寛永七年から

享保五年（1720年）迄の九十年間，三島の最も嚴なりし時代に，林吉右衛門，

その弟子の小林謙貞義信等が西洋天文學を講述した事はよく知られた事柄であ

る。西川如見がか」る地に生れ，天學を學んだのであるが，彼の天文読は天心

或問に基V・て居ると考へられる黒占が多い．恐らくその影響を最も多く受けた最

初の人が如見ではなからうか？　彼の著“天文愚論”，“爾蟻集読”等はそれを

窺ふに十分である．“天心或問訓黒酒”三二はその子正休の著はすものであり，

叉，正休は家業を綴V・で門弟に天學を講じたが，初心者のために書いたものが

“大略天學名目紗”で，“天経或問訓勲”三巷と共に享保十五年（1730年）に出

版した．

　天経或問と同時代に我が國に寝て“管窺輯要”，“心算全書”等の天文書も支

那より愚慮されて，世に行はれて居たのであるが，天魔或問程に重く定まれ，

引用されて，一般天：文思想に影響を及ぼしたものは少かった．　と云ふのは，

歯噛二皮は，内容浩繁にすぎ，書画，推歩を主としたからである．之に反して，

天火或問は占候を採らす，暦藪に泥ます，一般天文學書として適幽して居った

が爲であらう．天文を學ばんと志すものにして，之を讃まざるはなく，天學を

講ずる者は之を授けざるは無き歌出であった事は瞬時の種々の記事から推察出

來る塵である．西川正正の“大略天声名目紗”（内題“天象官庫問答”）中にも

　「・・■…古ヨリ一部ノ書二，始終全ク天學チ読タルハナシ。適々有卜錐ドモ，全ク用ル

　　ニタラズ。今多ク僅問二流布スル所ノ天文地理チ著シタル書ハ，天経或問ノミニテ，

　此外二用ベキ書ナシ。暦書ハ有リト蹉ドモ，総テ暦書ニノ・，日月星暴行ノ朝臣ノミヲ’

　　記シテ，天地ノ形髄ト，天地ノ道理トヲ詳上智ズ。故二儒家盤家ノ如キハ，學テ用少

　　シ。天意或問モ，弊多シト錐ドモ，古今ノ諸説ヲ’集メテ，篇チ成シ，殊こ天地ノ形艦

　　ト道理トチ大概二説ケルが故二，撰ミ用テ可也，……」

と記して天経或間を推薦して居るのである．安部泰邦の“天維或問正義”の中
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にも

　「………是所以知其書証實學…・…・・」

と記されて居る．叉，上述の中村湯島の；t天衝老樹”申の一節からも，天経或

問が持つ慣値がどれ程のものかを知る專が出來よう．

　かく，西川正休が向島を施して世に頒塾して以來，天維或問は我が國に於け

る一般天丈學書として世に廣まって行っためであるが，此の後，心経或問に明

する研究書も，亦多く現はれるやうになって來た．

　　松永良弼　　天経或問獲揮（享保二十年）（1735年）

　　土御門泰邦　天経或問正義（元丈二ff）（1737年）

入江　脩

　／／

西村遠里

　，ク

原　長常

西川正休

　．ク

漉相律t”

瓢離罐・・灘・…5・年・

天経或問註解（明和八年）（1771年）

蕪天瀬鞭（安永五年）（・776年目

天丈経緯國字解（明和七年）（1770年）

暴食或問訓黙（寛政六年再刻）（1794年）

天學命理辮
整天維或問（嘉証年）（・852年）

　蘭學が，興起して，直接翻繹によって西洋天丈學が輸入される迄は“天経或問”，

“暦算全書”等を通じて，間接に西洋天丈學が紹介され，少くとも徳川時代中

期の天：文學は，四緑以前の暦法天：文學に過ぎなかったものが，元緑享保以後，

斯謂命理の天文學に迄普及した事は，一に石経或問による虚，非常に大なる事

は明である．又，かくした西川父子の功をも見遁してはならないであらう．上

記多ぐの著述の外，享保以後，蘭學勃興時代の寛政頃迄に版行された多くの著

述は，何れもその實質に於ては天姿或問が直接間接に影響して居るのである．

とに角，徳川時代の初期，少くとも沼緑頃迄の天文學が主として推歩の天學，

脚ち暦象に限られて居たものが，元緑以後，徳川中期に於る天文學が宇宙論に

迄獲醜した事は，格物究理の學風盛んになった事にもよるが，叉，一つには將

軍吉宗が天文學を好み，自ら槻測を試みたといふ程の熱意にもよるのである．

かしる時代に古経或問が存在したといふ事は，此の著蓮が多くの人によまれる

やうになった一因であって，我が國の天文學の虎谷に寄與すると～二ろ大なりと

云ふべきで，日本天文學史研究者の一度は眼を通すべき書物であらう．

　天経：或闇及び此の時代の天：文書は，西洋天文論を輸入したとは云へ，未だ天

動読であって，トレミ1系の宇宙であった．西洋では已に地動読が論へられて

居った時代ではあるが，何分，天文學が支那や日本に移入されたのは宣教師を

通じての事であったから，地動論は未だ行はれては居らない．天維或問がもた
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らした大きな影響は，それ迄の宇宙観に新しV・宇宙観を注入した事である．そ

の一つの大きな現はれが，儒家の宇宙襯自然観に噂してである．始めにも引用

した申村湯齋の“天丈考要”中の一飾でも，此の事は明である．“架室の論多く

して理氣の説に達して居らない”と述べて居る如き，當時の儒者の思想を代表

してみると云ってよい。他の大きな反響は繹氏の宇宙世界観に封してであっ

た．之に關しては此庭に唯だ義了道入の“繹教天文和談紗”（丈化三年）の凡例

を引用して，この稿を絡るごとにする．

　「………然ルニ明季二及テ西洋ノ邪敏震且二三來シテヨiJ巳來，彼徒專ラ天丈テ以テ繹

　　氏チ排斥セリ。我が神州モ亦同ジ。游藝が天経或問渡來シテヨリ以降，天丈ヲ’以テ佛

　　敏テド悔スノレ養少カラズe所謂江源ノ慶安等是也，………」

　〔薩羅〕入江の薯はす“天経或問註解序圖”三巷は天経或問の序圖の註解であ

って，本経の註解は序圖註解の巻尾に“本経註解六巻追刻”とあるが，實は版

行されなかったやうである．西村遠里著“天業或問註解”凡例によれば

　　此書本経二巷之註解也，早耳保叔国警註解早尾誌本経六雀即刻故愚挨之十

　　有飴興而寛諸書翠煙三年然其書尚未醤予世上也，国辱即興保叔笹野之而不

　　與三男匠歎旧業有名無給鰍愚髄帆懇望之切而作本経二雀註解九巻回附録三

　　毬都十二巷焉

とある事よりも，入江の本纏註解の刊行は無かりし事確である．

　次に，西村遠里著“天維或問註解”は世上15巻と傳へられて居るが，實は上

記の通り総て12巻であり，その中，後の3春は入江氏“序圖解”3巻を加へた

もので，“天経或問序圖”の彼自身による註解はない，師ち，凡例によれば

　　此書序下之解図南久留米學官入江脩保叔著寛延庚雑誌過書巳成型場之而愚

　　解省焉………

　之に附録3巻廓ち

　　“万古圖繹”一巻，“采覧異”一巻，“古今天守家傳”一巷

を加へて，15巻である．（終）

　　　　　　　　　　　　質　疑　鷹　答

問ひ：望遠鏡で照し合はせて見るに足る様な星岡（ノルトンの如き）は，どんな

　ものがありますかア（Yz生）

讐へ：望遠鏡の三野と見比べるやうな星の圏と言へば，ストゥグルの丁丁（7等

　星まで）とか，バイエル・グラ1フの星斗（9等星まで）とか，ボン星表の圖

　（9等孚まで）とか，フランクリン・アダムスの爲撰星圖（15等星まで）とか以

　外にはありません．ストゥケルの圖は50圓ぐらゐ，フランクリン・アダムス圖

　は300圓ぐらゐです．ノルトンの星斗は6等星までですから，望遠鏡的では

　ありませぬ．（Y）


